
10 
番
　
郡
司
　
伶
子

8
番
　
寺
原
　
一
行

17 
番
　
森
下
　
純
三

7
番
　
篠
原
　
亮
太

一般質問から

高
齢
者
福
祉
施
設
に
つ
い
て

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て

市
民
ま
つ
り
に
つ
い
て

※
議
員
名
の
上
の
番
号
は
、議
席
番
号
を
示
し
て
い
ま
す
。

11 
番
　
前
田
　
貞
子

大
瀬
四
丁
目
の
大
規
模
集
合
住
宅
建
設

に
つ
い
て

い
じ
め
ゼ
ロ
条
例
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
第
４
回
定
例
会
の

一
般
質
問
は
、
12
月
15
日
、
16

日
、
17
日
の
３
日
間
に
わ
た

り
、
15
人
の
議
員
が
33
項
目
の

質
問
事
項
に
つ
い
て
、
市
の
見

解
を
求
め
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
各
議
員
の
主
な
質
問
と
、

そ
れ
に
対
す
る
市
の
見
解
を
紹

介
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
く
は
、
２
月
末

ご
ろ
に
更
新
予
定
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

建
設
計
画
の
概
要
を
お
尋
ね

し
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
校
の

教
室
等
が
不
足
し
、
学
区
変
更
に
よ

る
通
学
路
の
見
直
し
等
が
生
じ
ま
せ

ん
か
。

　

こ
の
大
規
模
集
合
住
宅
の
開

発
事
業
者
は
住
友
不
動
産
㈱
、

計
画
地
は
大
瀬
四
丁
目
８
番
地
１
及

び
２
、
世
帯
数
４
９
３
戸
、
地
上
８

階
建
て
で
、
着
工
予
定
が
平
成
28
年

３
月
31
日
、
完
成
予
定
が
平
成
30
年

２
月
28
日
で
す
。

　

通
学
区
域
は
小
学
校
が
大
瀬
小
学

校
、
中
学
校
が
潮
止
中
学
校
と
な
り
、

大
瀬
小
学
校
は
現
在
４
教
室
の
余
裕

が
あ
り
ま
す
が
、
潮
止
中
学
校
は
余

裕
が
な
く
、
来
年
度
は
不
足
が
生
じ

る
た
め
生
徒
会
室
な
ど
を
改
装
す
る

予
定
で
す
。

　

こ
の
集
合
住
宅
の
建
設
も
含
め
、

南
部
地
区
の
開
発
で
児
童
・
生
徒
の

増
加
が
進
む
こ
と
か
ら
、
そ
の
増
加

の
数
に
よ
っ
て
は
、
教
室
数
に
不
足

が
生
じ
て
く
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
引
き
続
き
児
童
数
の
動

向
を
注
視
し
、
学
区
変
更
に
よ
る
通

学
路
の
見
直
し
も
含
め
、
関
係
課
と

十
分
協
議
・
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
じ
め
ゼ
ロ
条
例
（
八
潮
市

み
ん
な
で
い
じ
め
を
な
く
す
た

め
の
条
例
）
制
定
後
の
取
り
組
み
と

今
後
の
更
な
る
周
知
と
い
じ
め
を
な

く
す
た
め
の
覚
悟
に
つ
い
て
。

　

い
じ
め
ゼ
ロ
条
例
周
知
の
た

め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や

市
役
所
庁
舎
に
懸
垂
幕
を
掲
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
い
じ
め
の
防
止
を
強
く
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
「
い
じ
め
ゼ
ロ
月

間
」
の
設
定
な
ど
の
取
り
組
み
を
し

て
い
き
ま
す
。

　

い
じ
め
ゼ
ロ
条
例
の
前
文
に
あ
る

八
潮
市
は
、
い
じ
め
を
「
う
ま
な

い
・
み
の
が
さ
な
い
・
ゆ
る
さ
な

い
」
を
肝
に
銘
じ
、
常
に
危
機
管
理

意
識
を
持
ち
な
が
ら
、
い
じ
め
ゼ
ロ

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
覚
悟
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
ま
つ
り
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て

　

本
年
の
来
場
者
数
は
11
万
８

０
０
０
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

現
在
の
市
民
ま
つ
り
は
総
務
部
会
や

安
全
対
策
部
会
な
ど
、
10
の
部
会
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
実
行
委
員
会
が

中
心
と
な
り
草
加
警
察
署
そ
の
他
関

連
機
関
と
行
政
が
連
携
し
、
当
日
は

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力

も
得
な
が
ら
開
催
し
て
い
る
市
内
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
こ
の
よ
う
に

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
た
の

は
、
交
通
や
防
犯
、
ゴ
ミ
の
収
集
な

ど
の
課
題
、
来
場
者
の
利
便
性
を
考

慮
し
た
循
環
バ
ス
の
導
入
な
ど
多
様

な
企
画
を
実
施
す
る
う
え
で
の
諸
課

題
に
つ
い
て
実
行
委
員
会
の
皆
様
が

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
成
果
で
あ

り
ま
す
。
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
は
、

予
算
の
大
き
な
割
合
を
占
め
る
会
場

設
営
費
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
や
資

材
の
高
騰
が
続
い
て
お
り
、
今
後
運

営
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
予
算

の
確
保
を
し
て
い
く
か
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
収

入
の
６
割
を
占
め
る
協
賛
金
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
額
を
維
持
す
る
こ
と

が
精
一
杯
で
あ
る
と
の
実
行
委
員
会

の
声
を
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は

新
た
な
財
源
確
保
や
充
実
に
向
け
て

検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
す
え

ひ
ろ
荘
」
の
一
日
平
均
の
利
用

者
数
と
浴
室
の
改
修
に
つ
い
て
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
す
え
ひ
ろ
荘
」
は
、
60

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
健
康
に
関
す

る
相
談
、
教
養
の
向
上
及
び
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
た
め
の
各
種
教
室

の
開
催
、
趣
味
を
活
か
し
た
サ
ー
ク

ル
活
動
や
入
浴
サ
ー
ビ
ス
等
を
行
う

施
設
と
し
て
設
置
し
、
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
に
よ
り
八
潮
市
社
会
福

祉
協
議
会
が
運
営
し
て
い
る
状
況
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
日
平
均
の
利
用
者
数
は
、
平
成

26
年
度
の
実
績
で
は
年
間
１
万
３
１

２
９
人
の
利
用
が
あ
り
、
平
成
27
年

４
月
か
ら
11
月
ま
で
の
８
カ
月
間
の

実
績
は
９
２
０
６
人
の
利
用
状
況
で

す
。

　

浴
室
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
平
成

18
年
度
に
床
の
タ
イ
ル
の
張
替
え
工

事
、
平
成
21
年
度
に
排
水
口
修
繕
、

平
成
25
年
度
に
温
水
ボ
イ
ラ
の
部
品

交
換
を
行
う
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て

浴
室
の
改
修
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

QＡQＡ

QＡ

　

平
成
28
年
度
か
ら
、
３
課
３

係
増
と
施
設
部
局
の
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
す
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

も
考
慮
し
て
の
事
と
考
え
ま
す
が
、

職
員
の
仕
事
量
の
状
況
及
び
直
接
市

民
と
の
関
わ
り
が
多
い
出
先
機
関
の

体
制
、
正
規
職
員
の
適
正
配
置
な
ど

今
後
の
職
員
定
数
適
正
化
の
考
え
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

仕
事
量
に
つ
い
て
は
、
国
、

県
か
ら
の
権
限
移
譲
、
高
齢
社

会
の
進
展
、
人
口
増
加
及
び
市
民
ニ

ー
ズ
の
複
雑
化
・
多
様
化
に
よ
り
増

加
し
て
い
ま
す
。
時
間
外
勤
務
も
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
メ
セ
ナ
、
楽

習
館
、
図
書
館
、
公
民
館
、
文
化
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
の
出
先
機
関
で

は
、
円
滑
な
施
設
運
営
が
行
え
る
よ

う
な
職
員
体
制
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
職
員
定
数
に
つ
い
て

は
、
毎
年
度
、
事
務
量
の
実
績
や
見

込
み
調
査
、
職
員
定
数
に
関
す
る
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
決
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
職
員
定
数
の
管
理

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
事
務
事

業
の
見
直
し
や
人
材
育
成
等
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
施
策
の
推
進
や
行
政
需
要

の
拡
大
等
に
、
迅
速
か
つ
適
切
な
対

応
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
適
正
な
定

員
管
理
に
努
め
ま
す
。

QＡ QＡ

平成２8年（２０１6年）2月
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